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ラット坐骨神経切断後の近位側有髄神経線維の

経時的形態変化についての実験的研究

新潟大学を形外科学教室拍桂　田島達也教授）

成 澤 弘 子

Experimental Study on Morphological Changes of Proximal Segment of 

Severed Sciatic Nerve of Rats at Different Time Lapses

Hiroko NARISAWA

Department of Orthopedic Surgery, Niigata University School of Medicine

(Director: Prof. Tatsuya TAJIMA)

Morphological changes of proximal segment of severed rats' sciatic nerves at

different time lapses after its severance at the sciatic notch together with difference

in morphological changes between motor (anterior root) and sensory (posterior root)

fibers were investigated with the following method and following results were obtained,

METHOD

Left sciatic nerve of twenty five rats was severed and ligated at the proximal

portion of the sciatic notch. At two weeks, one month, two months, three months

and six months after the severance, bilateral sciatic nerves were harvested from the

severed level to the anterior and posterior root level.

Morphological changes were investigated at three levels, i. e. 15-20 mm proximal
to the severed level (level 1), just distal to the posterior root ganglion (level 2) and

just proximal to the posterior root ganglion (level 3). Level 1 comprises motor and
sensory fibers, level 2 and 3 comprise separate motor nerve fiber (anterior root) area

and sensory nerve fiber (posterior root) area.

With the particle size analizer, histogram of fiber diameters was .made and mean
diameter was calculated,

RESULTS

1. At 15-20 mm proximal to the severed level (level 1) of the left sciatic nerve,

axonal atrophy with myelin cleft, myelin crenation, infolded loops of myclin

and redundant loops of myelin was observed. Besides, there were a few fibers
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成 滞 : ラ ッ ト坐 骨 神 経 切 断 後 の 近 位 側 有 髄 神 経 線 維 の

細 朋 ~'.川 灘 .酎 LiI/ ,tL､て し'1粟 蛤 的 研 究 7日
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軸 索 変 性 ず 逆 行 変 性 , 末 梢 神 経

1. 日 的

臨 床 経 験 上 切 断 き れ た 莱 嫡 神 経 の 最 期 放 置 例 をこ お け

る 神 経 _縫 合 が)成 績 は 必 ず し も 良 好 で は な い . こ の 原 因 と

し て は , 切 断 遠 位 側 をこ お け る W alは r 変 性 と そ の 後 の

Schw an m 管 の 萎 縮 き 筋 組 織 や 感 覚 受 容 番 をこ お け る 脱 神

経 萎 縮 の 進 行 な ど の 要 因 だ げ で な く , 切 断 近 位 側 の 変 化

屯 麓 牽 な 要 因 で あ る と す る 報 告 が な さ れ て い る l〉2㌔ こ

の 場 合 の meuYCm をこ お け る 短 期 的 な 連 行 変 性 に つ い て

は 組 腰 学 的 き 生 化 学 的 研 究 が 多 数 報 告 さ れ て い る 3卜 糊

･jJ■, 切 断 さ .ナ再 二末 梢 神 経 ハ 遠 位 佃 有 髄 神 経 線 維 ハ 変 化

で あ る W 磁 互er 変 性 に つ い て あ そ の 変 化 の 病 態 が 明 ら

畑 -.さ 行 て ト キ:llH1119.. t か L llt,ut-nn L上 凍 結 性 を 保 -I

て い る 近 位 側 有 髄 神 経 線 維 の 変 化 をこ つ い て は 兼 だ 不 明 が)

点 が 勢 い か --駿 をこ切 断 近 位 側 有 髄 神 経 線 維 の 遅 行 変 性 と

し て 汗 . 1ミこ111＼:it-,l･ 絞 輪 で 2 - 3 絞 輸 :Ll1-位 アト ･こ服 . W こ11lttr

変 性 と 同 様 な 愛 すとが 起 こ る と さ れ て い る が 郷 2㌦ そ れ

十 十 五 位 二 言 1㌔･'こlllt､l∴ 変 性 汗 起 こ し ･!Jp神 経 再 牛 能 .I) ち

長 期 間 保 た れ て い る と さ れ て い る 22㌔ こ れ をこ対 し W ai豆eT

変 性 と は 巣 な る 変 化 が 生 じ ず 断 裂 レ ベ ル よ り 近 位 の 神 経

伝 導 速 度 が 低 下 し 神 経 直 径 転 低 下 す る と す る 報 告 慧3)-

33) 屯 あ る p L か し そ の 変 化 の 本 質 に つ い て は 明 弘 か

をこ さ れ て お ら ず 字 ま た 運 動 神 経 線 維 と 知 覚 神 経 線 維 と で

そ の 変 化 g)差 異 を 形 態 学 的 に 明 ら か をこ し た 鮎 の は な い .

泰 研 究 に お い て は , 切 断 さ れ た 莱 櫓 神 経 の 近 位 磯 路 髄

神 経 線 維 鞘 経 時 的 変 化 の 組 織 学 的 検 討 と き さ ら に 近 位 側

に お け る 運 動 神 経 線 維 と 知 覚 神 経 線 維 置 きo)変 化 の 差 累 を

明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 9

1I. 材 料 お よ び 方 法

休 弟 1':r,(ト 300LT ＼＼･'in ll- 糸 ∴i ･･, 卜 2lr)匹 ハ F,1一JJ側 坐 骨 神

経 i:用 い 上 .

ネ ソ ブ タ ---ル 腐 鰹 内 麻 酔 を 行 っ た 後 , 左 側 の 坐 骨 神 経

を 坐 骨 切 痕 部 で 績 激 し 切 断 し た 甘 泡 盛 再 生 を 妨 げ る 目 的

で 切 断 遠 位 端 も 結 累 月 ilj外 i∴弓 rき lLfJli ､川 f】定 7L -,J∴ 吋 側

I-･i ､パ -く1-.5 i,ll-_--j1--,:I)群 に 分 け 切 断 処 粁 後 コ 週 , 1 ,

2 , 3 , () J)月 を 粁 適 し た 時 点 で , -巨 '/f ･ト ー!L順 腔 内

麻 酔 後 ･'L,,lJl 'Z--!t T=･'71:,{=七 卜 ･ )J 二号 ,l酸 緩 衝 絶 て 還 流

｢甘 Iip'.t . 手 術 用 顕 微 鏡 卜 iこ 両 側 (,')坐 骨 神 経 萎:lJ {). lJ6

線 駁 神 経 節 近 位 側 ま で - ↑塊 をこ採 取 L た g

;‖ 侶 ､ ケ ZL I,I--･′LT,1,t･'~:i･_ 卜 ･ -J):).:,:pJt酸 緩 衝 沌 て 裾

行 い エ ポ ン をこ 包 埋 し た 血 そ れ ぞ れ の 標 本 か ら 厚 さ 帰 gm

色 十 手｣し､組 織 頼 裾 用 】jT,EU i' !. た .

和 紙 事伊 翫 刷 上 ｣佃 潤 潮 ′帖 某 lly,T_ け り ン ′＼ 目 上 St'卜

(/し､̂ ) を･1削 ､. I(小 僧 油 侵 像 ;･_･人 )) 上 有 髄 神 経 直 往 (')

histo綴ram ず 畢 均 闘 豊 を 計 頚砧 し た , レ ベ ル 且 は 運 動 神 経

と 知 覚 神 経 の 殿 舎 神 経 レ ベ ル で あ り 嘗 無 作 為 に 5 画 面 を

抽 出 し 計 測 結 果 を ま と め た , 沙 ベ ル 詔 は 綾 取 神 経 遠 位 鴎

で 背 側 枝 が 流 A L 神 経 節 細 胞 が 栂 現 し 始 め る レ ベ ル で ,

運 動 神 経 線 維 群 と 知 覚 神 経 線 維 群 と が 利 男す3で き る の で ,
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それぞれ3-5画面を抽出し計測結恩をまとめた.レベ

ル3は後根押紺 近位端で前祝と後駁とが判別できるレ

木;~~･八､-㌦L三.巨一卜~しい.ニ∴二▲･･L~~‥ ･∴LNil…11

瞳済 臓 を画像解析装際に連動させ,横断拙 -a-3全覇髄神経数を
≠右裾上∫∴

H
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どブ切断を免れた線維が含まれるがデモの暫槍はわずかと

考及薫れる鈴また前観では有髄殿交感神経節前線維 (B

線維)が蔑まれる酌 これは挺径が小さい教団とを/て判

㌧廿}･∴･7用工.い1,llinL'LyrI州 十､卜守JL恒Ul‖~冊潮域こ-

食めなかTHjたが,神経線維級数の計測には含めた♯また

神経〔寸描(十竹村L｢成遇帖'畑卜∵､･こけ川-こlL､l('lEv裾､i､

･こ1斗＼'Li･言直((JL明く潮㌻両村ミ巨､恒~t-,か ､上Ul一言高汁巨ノー

ら除外Lたせ

lIl.結 果

A.形態変化の特徴

レベルまをこおいては,神経切断練ほとんどすべての線

維に軸索断面や髄鞘断蘭の形態に著Lい変化が認められ

た.すなわちいずれも円形度を架い声髄鞘は約万-宅び

わヲ二蚤輪を示す屯の転出現したもこれ牢Jは軸索流鼠が

低~粁L′たため髄鞘が正常の円形形態を保てなくなった結

I√iLLl'.2M()叩llOIoか(､;~llL､llnnrL-()どrこ-1tLが.i(.･iI-1tit･n(-1･vtJL･ltlt--＼でli
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果生 首:た変化と推測されたぁ

吊 LI:-L･しく1-一浩再射 f巨二:.言 ＼＼'il】lL､!-射}汗紅~)射 卜∵:

ある髄鞘の細別 ヒや消化途上の変化を示す線維も認めら

れたが亨そ銅害増倉はわずかであり且横断離 こ3-残寒程

度であったB

切断農期柳 こおいては横断面に小径線維伊河､集団が出

現 も｡,萎縮 L波染 Lた線維群と混在してモザイク状U紛

布を示 Lた虫

レベル2き3をこおいて,運動神経線維領域をこぼ太い 針

運動神経線維と細い ㌻-運動神経線維とが含まれる中切

断線はいずれの線維に屯髄鞘に軽度がH ぴれが認められ

最期経過例では薗径g)低下転明らかであった.

同じレベルの知覚神経線維には筋か琵)の求心性線維で

:樟:Ilこ1.1ト.ll,帰紺 卜(､皮膚神経.I/-)∴､､t'l.;1'1.左;I,

A崩など橡鯖釣果なる線維が含まれているため,対照

側に.おいてもこれを反映 L種々の直後の線維が認められ

たや切断後の変化は著 しく,切断後 iカ月以後では軸索

い､15(い

一㌧､紬翻し'潮吊車l〕壱帖 直往叫 畑 ､'.sL･tl＼＼･;11111紳輝明 (,I

紬 さらに胴 梁線維が小集団を形成 して増加 している所

虹}八認:･t',∴畑l∴

れベル望および詔ではほぼ同様の所見がみられたが,

糖に知覚神経線維ではレベル銅こおける節後線維の変化

がUベル3における節前線維の変化より太きかった.

Ii. 直径の tli.<t岬l･;1111の変化

深魯神経であるレベル且ではァ対照額E3で2蜂性の paも-

teTm を示すaMこ対 し切断後 2遇で小径線維翻-の移動

佃向/い.jr-L∴畑 1-1]E汀号巨二･十こ小冊射侶帖~いし-こ11く}:I_I

持-i1陣廿し'､I)こ=いHl上'l:-言∴ 順良芋的."~小径線柚

の中敷富頭が認め毘プれたことを考慮すると, このような

histo琵ram の推移は単をご全体の線維直径が小径線維側

に移動 Lたのではなく,新たな小径線維の県税による影

響を受けたものと推測された中

レベル2,3の運動神経線維では前述 した2種類の線

維を反映 Lを弼らかな2蜂性の h妄sto酢am を示 したが,
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切断後 もこの 節atteTm をこ大きな変化は認められなかっ

上.

閲 もニレベルの知覚神経では9対照儲腔 はゆるやかな2

線性の分布を示 したが切断後2週で小径線維側-の移動

がみ られ, レベル 2の 3カ月以後では小径線維をこpeak

を持つ 芝蜂性の pa鴇eyn となった.この変化もレベル

まにおけると同様小径線維の出現e)影響を受けたものと

推測 された｡知覚神経では レベル3の変化はレベル2の

変化ほど殿著でなかった,

leveI2 leveF3

毒 遠 を 壷
10

20

6M IO

10 iLJ

10

10 /∫

diIH11t､t(,r(,1t(iitrtナrH11 timt､l1日l.W Slit

th(IlL､Vt､1oFtllt_～PL-ド1(､lli(-r I,oot･ど{ln-

LTlion(1(､ヽ･(､12 三一n'131 11rt､Pr its st,V-

notch.

Th(,hist()grnnl Pre告(､一､､で(itwo ド(､(TlkL<

.･lLqintllt-L(.()ntrい1.

(1. 平均直径の緩時的変化

しぺzi2i-~畑 日工運動神経線 維 上知 宜 神経 線 維 (叫 ノ杓

直径を対照側と約%で示すと,それぞれ切断線 2遇 で 整相.9

00.92.500. 1-I)Jjで:-料.600..ql).隻)00, 2-))lトこ:.隻)1.Lll

oo.71T.()Oo, ニト眉 目:LHl.90(∴ 59.80(､. 6 -))Jトこ=I(i.ミ･)

oo.60.tlj()Oて｣こ,-沃_.い.十ナIil.知見神経 線 維 し')辛軸 (7二倭.

殿低下が運動神経線維鞘それより大きく, 田a量re崩 T検

定では 1カ月最接で両者をこ有意差を認めた くp<0号05),

レベル3をこおける運動神経線維と知覚神経 線 維 の変 化
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llli結.ド 11istoLTr:1111 0r … 1ド川･.I, IlL,t･＼.t､ t~il〕(.r

(linmtlttlr llt (titrt､I･Mltt･illlt､1.･lいL<tlS こIt

thtl lt､vt､lof-tll(,Iうり軸 trior l･00tど;川一

(ll,LIIlt･(I .･lt thい 1(､＼憾l or tht､ S(.illl汗

nottlh.

ThL､histoLTr;川 IStl'川 し､(･1日1こlI･kt-d .<hift

tい＼＼.;ll.(IthL､tliLi(1Oilfilll:1日t､r(li{･1111(､hl1､.

は, それぞれ切断後 2週 で 98,3%ヲ観 ,7%, 息丸 昭で 92滅

('｡. 封 ∴IOo. L'十日j∵∴tlL1.-100.1<(.1.2%. 二H )lj-こ･LLqj.5

% 茅 ア射 3% , 6カ月 で 86｡7% , 銅 か6% で あ った 申 い ず

れ 鮎触 覚神経 線維 の平 均 直径 の低 下 が運 動 神経 線 維 の そ

れ よ 吟大 きか つた がヲ T検 定 で は両 者 をこ有 意 差 は認 め ら

れ な か った書

t). 有髄 神 経 総 数 の 変 化

知 覚 神経 領 域 にお け る小径 線 維 の 出現 が, 既 存 の神 経

の萎縮による屯のではなく新捌 こ出現 も/た線維であるこ

と を明らかをこするため才切断線 3宵月の一部U)標本につ

い て横断面をこおける全有髄神経数を計測 し左右が)比鰹を

行 -つた中 レベル2の知覚神経ではヲ切断人綴腿 対照頗頼 通7岱

-′望郷 ,0/6'と漉きく増加 Lていたがテ レベル 3では 護20--且ヨ約

% と軽 度 aう増加であった.運動神経では太 潜な叢鼎は苑

∴十 ･三::I:,(､､た.

11∴ 考 察

A. 坐 骨 神 経 切 断部 より近位の混合神経 レベルに

お く1る形 酢 学 的 変化 の検討

束 縛 神 経 切断 級 の遠 位 部 の 変 化をこついては WaHeT

の記 載 をニー屯 とづ き, い わ ゆ る W a且は㌻変性がお こり,

そ の 昔3㌢C3に憩SS は約 亙れ 絹で 完 成 す る と考えられている

旦那

と連 続 性 を練 り有髄 神経 の形 態 学 的 変 化 をこつ いて検 討 L

上.

菜摘 神経 線 維 をこお け る切 断 し/ベル よ り近 位 の い わ ゆ る

遅 行 変 性 に つ いて は 切断 近位 端 部 の軸 索 の球 状 化 や棒 状

鶴 糸 粒 体 の 簸 紡 ぎ 酸 化 酵 素 や acid 油 os繭 a旭se 活

性 i11ll削 枇小.L出 潮 .I.二~い て二､1ト. 1帖 mL､kL､こて卜 言. I_畑 -,ハ

変 化 は 院議mVjer の絞輪 で 2- 3節 近 位 まで み られ る と

mm 以 上 近 位 まで み られ る と して い る がタ これ よ り近

位 に お け る有髄 神経 で は髄 鞘 昭崩 壊 は お ご らず , 軸 索 や

髄 鞘 の萎 縮 が遊 行 す る とす る報 告 が激 h

∴LI亘 _千;･守上上 L珊 眉射 _汗刷 りハ llHlm 日で 言 NiHit､

の 記 畿 Lた細 胞 膝 の膨 化 榛 の偏 在 予 因豆ss雀だ 小 体 の 消

死 滅 す る擬 倉 が あ る と され て い る7洲 15)首相 ?)8 この ため

こしり 巨 '左 肘 L/I-'l:.Ll'十 m､ull川1 ∴連 .車十 日 ､, 紺 用 二

の 断 端 都 よ り近 位 の 有 髄 神 経 に お い て も W だ朗er 変 性

と同様 の変 化 が観 察 され る と飛報暫 転な され て い る. こ

の変 化 は遠 位 部 の変 化 と区 別 す るた め ｢間接 W a正量er

変1Jト ー̀血 llLT･し,i_､t ＼11誹 ttl圭Itl 心 .Lytl=tJ1-;lli日日-■;小 :-上目 .萱.

† 凄く＼＼t1111什 変性 / lト(､川 11(lこIr-＼･＼＼'こ】.ll'.t･iこ1:l(lL､.LT',Ht,7-こ..･

li(-n"二i二一..十､､ト ト ∵右 上 申 1･困 相 打L'相打Jお い て∵_守 1

｢間 接 W 誹 er変 性 ｣ は,Nau号晶 族 な どの変性 漁 色 をこよ

り伝 導 路 の解 明 をこ大 きな役 割 をは た して い る申

しか し, 逆 行 変 性 で meuT約m が死 滅 す る割 食 は, 実

験 動 物 の種 類 や年 齢 , 損傷 レベル, 伝 導 路 の差 輿 をこよ り

6-ノ83% 718)15う豆6才議了)と報 瞥 藩 に よ 吟大 きな 是 が あ る う

え をこ9未櫓 神 経 領 域 に お け る報 告 は 少 な く桝 ヲ ま た押



成輝:ラット坐骨神経切断線の近位翻有髄神経線維の
押倒rFl川灘封じに/-,いてLTlri;験的研LrL

TこIblp1('hこIngeSOfmpl川 (1iam(･rsofmotorI-1n(..ispllS(-I-.Vf~il_一打SOr
rats'seiこItit､nprvt1..p一tth(､It_lVelor2an(･13もi.(I.tiist.;11こIn(i
proximaltoposteLri(Hlroot,gangliH1)at-(lifrpI,tinttimelllPSeS
aft亡でitsSpvt･､rell(､C2~ltthesL､iat.ienotch. F,aehv11tutチisthe

2wee奴.S lmonth 2mo油 S妻議mo油 S Hmonthとi

･eV鵜 崇oTTy 99_9i:蛋.顔. 89.6十10.0 01,1十6ー2 日1.9十3.R 7(i.0十ホ.ホ92◆5十1113 82.リ十lO.O 77.9十2◆5 59.8十2.リ 60.六十3.iZ

2Weやks 1m()nth 2m()nths 3m(ーnths 6ntOnths

五倍Ⅴ哲i3 mOもoTSPnSOry 98.3十7.3 92.6十6.i 汁1.4十0.4 ボ1.5十7バ 86,7十5.294.7十4.7 81.2十8.0 吊0.2十詩.8 7∴l十3十3_ 74,6十2.5

t_hr(､emいnthsaft(,rst､ttpr･(ゝn(･ll

rig山 行ontr()lsid',十 且だ侶 捌 redSidや)蔓 ‰潤 を酎

lpV(112 一日L)tor 1†6榊 T十342 79.5
十917 2,235 -16.6

SPnSOry 7,479 15,-76 202.9

r厄htLL.On日.01side) lcfttspvert､dsidP十 L十H十十十

息e習渡 上746 2,119 121.4

1了3 上855 107.0

4†818 5ナ895 122.4

経細胞死と軸索数との関係をこついては明確な報瞥はみあ
たらない.

奉賀験ではラットの坐骨神経を周いて恒久的な軸索切

断モデルを作製L子機新都より近位における経時的形態

:t昌甘二日し了)観察,蛋,lll信,}∴J.'㍉Jl)iJ課､直往しーっhisいLrI.こ1111

は経略的かこ小径線維側をこ偏位する檀向がみられ とくをこ

最期経過例では小径線維鍔)増加が著しく認められた,

さらに形態学的に詳細な検討を行うと,軸索流盈殿低

下に起因する変化と推翻される髄鞘の内薫Rへのくびれや

二薮翰形成を認め芦いわゆるWaiier変性とは凝なり

分節化や纏分化をきたさない申直後は低下するが軸索と

髄鞘との関係はある程度維持されており,萎縮状態と考

767

えられる線維が大多数を占めている.

tかTL. ･部ハ線紺iI.言し珊tJ-1J],lj掩恒､-WIllll亡､T･

変性様の変化が認められた相この変化は穿上述LたmeI

ummが死威した結果のいわゆる｢間接WaueF変性｣
である町能性と常切断都かぎ｡鉛直線的な逆行変性である

可能性とが考えられるが予変後腹の出現数が各鱗断切片

で数個程度と少ないことと観察レベルが切断部から15

mm鉦息練れていることからず前者をこよる葡J能性が商
いと推定した守

またか径線維の著しい増加が観察されたことについて

は9着二途したようかこ一部が)線維をニ｢間接Wai息ey変性｣

と推定きれる変化があられたことから,これらの変性線
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経が変性をまぬがれた線維をこ影響をおよ壷澄し後者からの

spmu血gを生じせしめた可能性が考えられた窄

F主. 坐骨神経切断部より近位における運動神経

線維と知覚神経線維の形態学的変化の差異

の検討

切断線o)近位側有髄神経線維U〕変化を運動神経 と知覚神

経とをこ分け計測した書すなわち?家魔Q)坐骨神経を切断

線き切断近位端で銅電気刺激を前視および後根に設解 し

:Il右極-･ニ'･榔吊 .=日日'両1こいiLtL､州lい川lTl'上l(､li日日いりttl一

両LIL:旧し~)i111日(､Llこin(･t､十灘守上 こい ..I-:=∴ 三】‖'?∵こ

畑′-t晶､し･tt･iL､こllL･hiir.L,t､言神経い､】-:._illlJI机.霞を,_拙聞一㌢･∴二

とかぎ)運動神経および知覚神経が)変化の差澱を明に〕かに

~ト:I∴Lが-.こ'..十二L(t.ト.そハ結果し珊f･Ll吊ト∴冊Iprl･/

差異はヂこかつたが,2確5日で運動神経は対照側の40%をこ,

知覚神経はH%に低円〟ていたと組菖して虹､る.著者は

切断近位側有髄神経線維6?)変化が練板神経節 レベルにま

で逮することを確認し樽たQ)でワニのレベルで運動神経

線維と知覚神経線維a")変化の叢殿を明訂〉かにできると考

えた,その結梁や運動神経線維からなる前観では予切断

線息れ月から平均直径の低下が明だ)かとなった.Lかし

そa)後の低下U)程度は軽度で健額陣 約8岱--髄 %程度を維

持 t/∴ ･]膏H'荘神経線組付 -,左目や根上神経酢 こ珊眉

を館するので,神経節 より近位の節前線維と遠縁の節後

線維とではそぴ)変化が輿なる可能性が考えだ,れた,そ鉛

れよ巧淡きくヲまた両者とも運動神経をこおける変化より

差が認めだ訪れたが,節前線維と運動神経線維間では有意

差が認められなかった.さらをこ,HoffeFらQ)報掌は 鼎

立日射 巨)程度は対照I酢.-)I(卜 tj(lO(溝1=鷹 ;∴L.L.辛 .た.

このようをこHo鮎Tらの結果と著者の結殿で変化oJ程

度が尭きく鼎なった原因としては,電気生理学的である

か形態学的であるかをこよる方法の農薬が小原因と考えら

:h::工 (リ ーに トt‖rl~erl▲､LJlうJj法一石Lt.･切断端から前 ･後根

Uベルまでの変体的変化をとらえているので,平均鷹径

の低下が著 しい切断端をこ近いレベル釣影響転含まれてい

るのをこ対 し,著者の方法では切断レベルから遠 くneuTOm

をこ近いレベルのみの計沸軒であるため変化の程度が小さかつ

たと考えられる.

f･･l()frtゝⅠ･['∴亡運動神経と知甘神経.上∵こ差異か牛 l:た理

由とLて,変化の主体を WaHeT変性とは異なる直後

の減少と髄稗の厚さの減少とを主とする萎縮と考えてい

るが,泰研究では知覚神経にのみ小径線維数が著しく増

加 Lていることが明らかとな-｡ているので萎縮のみで説

明がつかな巨

･]jnL､川-日日 言細胞寸i'Ll･}･,i畑､､LL_Ll_:木･て-臣 ), .ごと

た逆行変性で一部の meurfm は死滅するとされている

ことか£),小径線維の増加 濃後観神経節細胞数の増加 こ

よる現象ではな く,｢間接 Wa旦豆だF変性｣を生 じなか-J

た線維かぎ澗 spTOu血 欝をこよる推定せざるを得ない36)

しか し spTOuも摘鰐 が生ずる部位やその mecharlism をこ

-.)いて∴i二川汗'か(.r_̀L:_:L>∴~J',,I.′声∴

一斉 運動神経線維に組 ､て筋線維の近傍では,脱神

経筋をこ対 し残存 Lた運動神経線維から spmがil閥 が生

ず る現象はよ く知 られている37ト頚3jが予損傷部から離

れた近位 レベルである前観では知覚神経線維をこ義臣>れる

よう夜明琵)かな S耶rO血 欄 を示す結果は得られなかっ

㍗.

こg)ように,切断近位側の変化が運動神経緑綬 と知覚

神経線維とで大 きな叢殿があることが判明 Lたが予知覚

神経で萎縮の程度が大きい理由としては,生理学的に知

JLH輔畑緋虹 と_こIfft-ゝ付目tfitltl｢∵:.:''1川 .極限神経節紳 臣

をこぼ syriapS形成をする線維はない殿で,二次 rleuEVm

か･-iハ 約日パーSir-I;FJU 弓｢在.IILlur川l/)LIL,ハ o･‖;lt)ト形

成があり,軸索遠位が断裂 Lても電気的刺激を受け続け

られる前角細国旗に比べ,知覚受容器かEbJの電気的刺激U)

消失が)影響を太きくう経る自首能性があることが 1つの費

沼と考えられる.

1∴ ま と め

ラット殿産額Fj坐骨神経を坐骨切痕 レベルで切断 L断端

に再生を生 じない処置をほどこしタ切断近位側有髄神経

線維が)形態学的変化を経略酌に検討し以下の結果を得た.

且. 切断近位側鞘混合神経 レベルではははすべての線

維で直径が低下 L,髄鞘の陥閏やくびれなどの所鼠が認

められ凝縮状態を示 Lたが,WaueT変性様@)変化を示

した線維はわずかであ-)た.切断線 1カ月以後では小径

線維押 上幾団瑚史観が著明で,萎縮 した線維と混在 して

モザイク状齢分布を示 Lた.H由欄Yam では, 2線性

ハ t)こIttt,111かL十日'fT線維側i㍉高い いくlilkfr:i-十 }1峰性

-変化 L/たゎこの変化は単なる萎縮による変化のみでな

く背小径線維教団が出現 Lでいることから切断近位捌の

3. 線根神巷も卸しべJ･L(7､痛｣~根運動神経線維てに 切断

線 3九月,6九月をこおいても平均直径は対照側の80p--90

%を維持 Lた.対照側の直径の histogTam は明らかな



成滞 ;ラもy卜坐骨神経切断後の近位側有髄神経線維の
経略的形態変化をこついての実験的研究

ナ1左か-.､上.

3.線駁神経節遠位端と近位璃とにおける後駁知覚神

経線維では,切断線ほぼすべてa)線維が)著しい直径の低

下が認められ,切断線3九月,6カ月では平均直径は対

照側の60-70%となった-髄鞘の陥凹やくびれも認めら

れ董綿状潜を示した大多数の線維の機をこ少数ながら Wai-

leT変性様変化を示す線維を認めた.切断線 日 用 以後

では Schw鼠mn細胞の増加や車径線経の出現が認めも

.j上 hislいgl･こ1111 t､切断使3十日jllLi妾で廿小洋線維側に

pe娘 を示すL峰性の pattem と な り線 維 総 数 の 増 加 も

みられた.これらは spTO血 ng が 生 じた 結 果 と推 測 さ

れたぉ以上の変化は神経節遠位端 (節後線維)にも神 経

節近位端 (節前線維)に屯認められたが変化の程度は前

者で著しかった,

後.知覚神経と運動神経とで切断近位側の形態学的変

あり起鹸細胞である綾取神経節楯胞は求心性刺激を受け

ないが,緩着はe鮎mHiberなので前角纏胞は常をこ遠

心性刺激を受け-)づけているというような生理学的な大

きな差異があることや,motorneurrm より sensoTy

meぽOmがsproutimgを起こしやすいというような ne-

tlt･tltl侶ト､､性質廿日町1要囚十二考十､凍た.
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